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雨期に備えて

防災パトロールを実施

六
月
十
一
日
は
入
梅
。
ま
も
な
く
本
格
的
な
雨
の
季

　
節
が
や
っ
て
来
ま
す
。
市
で
は
こ
の
程
、
雨
期
を
前

　
　
に
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
。
的
確
な
対
策
活
動
を

　
　
　
行
う
た
め
に
、
市
内
の
災
害
危
険
個
所
を
視
察
し
ま

　
　
　
　
し
た
。
み
な
さ
ん
も
、
大
雨
に
よ
る
浸
水
な
ど
の
被

　
　
　
　
　
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め
に
、
溝
や
と
い
な
ど

　
　
　
　
　
　
を
点
検
し
雨
期
に
備
え
ま
し
よ
う
。

　
毎
年
雨
期
に
な
る
と
、
集
中
豪

雨
に
よ
る
浸
水
や
土
砂
崩
れ
な
ど

の
被
害
が
全
国
的
に
発
生
し
て
い

ま
す
。
市
内
で
は
昨
年
六
月
、
連

日
降
り
続
い
た
大
雨
に
よ
り
民
家

裏
の
が
け
が
崩
れ
落
ち
、
家
族
が

避
難
を
し
た
り
、
側
溝
や
中
小
河

川
が
あ
ふ
れ
民
家
が
床
下
浸
水
し

た
り
、
路
肩
が
崩
れ
道
路
が
通
行

止
め
に
な
る
な
戸
殺
害
が
相
次
ぎ

ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
市
で
は
、
雨
期
盈
別

に
し
た
五
月
三
十
日
と
六
月
三
日
、

池
本
市
長
息
賢
島
府
な
ど
の
関

係
者
ら
六
十
人
が
防
災
パ
ト
ロ

ー
ル
を
実
施
。
市
内
の
造
成
地
や

中
小
河
川
な
ど
集
中
豪
雨
が
あ
っ

た
場
合
、
防
災
上
危
険
と
思
わ
れ

Ｅ　▲市内の宅地造成地や道路工事現場

｜　　など、集中豪雨があった場合に危

｜　　険が予想ざれる個所を視察。

（
仮
）
商
工
会
議
所
会
館

　
　
　
　
建
設
事
業
補
助
金
な
ど

８
千
５
百
4
5
万
円
（
一
般
会
計
）
を
計
上

　
六
月
宇
治
市
議
会
定
例
会
は
、

六
月
九
日
に
開
会
。
七
月
十
四
日

ま
で
の
会
期
で
開
か
れ
て
い
毒
了

　
こ
の
定
例
会
に
は
、
六
十
一
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

案
か
ほ
じ
の
、
二
特
別
会
計
（
公

共
下
水
道
事
業
・
老
人
保
健
事
業
）

補
正
予
算
案
、
㈹
産
業
会
館
建
設

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

な
芦
午
五
議
案
が
提
案
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
後
、
各
委
員
会
で
議
案

等
の
審
議
が
行
り
れ
、
七
月
十
四

日
の
本
会
議
で
議
決
さ
れ
る
予
定

で
す
。

　
一
般
会
計
の
補
正
予
算
は
、
当

初
予
算
以
後
に
発
生
し
た
事
業
と

補
助
金
の
内
定
に
伴
シ
も
の
で
、

八
千
五
百
四
十
五
万
三
千
円
の
追

加
と
な
り
、
補
正
後
の
予
算
総
額

は
二
百
六
十
五
億
四
土
習
三
十

万
五
千
円
と
な
り
ま
す
。

　
一
方
、
公
共
下
水
道
事
業
特
別

会
計
の
補
正
予
算
額
は
、
国
Ⅲ
補

助
金
の
内
定
な
ど
に
伴
う
も
の
で

一
億
二
千
八
十
七
万
二
千
円
か
追

加
。
補
正
後
の
予
算
総
額
は
、
三

十
二
億
二
千
九
百
十
八
万
八
千
円

と
な
り
ま
す
。

　
補
正
予
算
案
の
主
な
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。

る
十
三
ヵ
所
夕
熱
心
に
視
察
し
ま

し
た
。
今
回
の
視
察
で
災
害
危
険

個
所
の
現
状
を
把
握
し
、
的
確
な

防
災
対
策
活
動
を
行
う
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

　
地
域
で
も

　
身
近
な
環
境
整
備
を

　
家
庭
で
出
来
る
一
番
身
近
な
浸

水
防
御
策
は
、
側
溝
や
雨
ど
い
な

ど
の
掃
除
で
す
。
排
水
が
円
滑
に

行
わ
れ
て
い
な
い
と
、
床
下
浸
水

の
原
因
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。

　
地
域
や
家
庭
で
雨
期
に
備
え
て
、

側
溝
や
雨
ど
い
な
ど
の
点
検
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

　
市
で
は
、
町
内
会
や
自
治
会
な

ど
で
溝
掃
除
を
行
っ
た
際
の
ゴ
ミ

や
土
砂
を
回
収
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
溝
の
土
を
入
れ
る
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
容
器
を
無
料
で
お
貸
し
し
て

い
ま
す
。
市
役
所
清
掃
事
務
所
（
Ｓ

　
　
〈
一
　
般
会
計
〉

▽
㈹
商
工
会
議
所
会
館
建
設
事
業

　
補
助
金
に
三
千
万
円

▽
木
幡
小
学
校
公
共
下
水
道
接
続

　
工
事
費
追
加
に
四
百
万
円

▽
六
地
蔵
公
会
堂
等
公
共
下
水
道

　
接
続
工
事
費
に
百
八
十
万
円

▽
河
川
情
報
受
信
施
設
設
置
費
に

　
百
二
十
九
万
一
千
円

▽
木
幡
公
民
館
公
共
下
水
道
接
続

　
工
事
費
に
百
万
円

▽
木
幡
河
原
隣
保
館
公
共
下
水
道

　
接
続
工
事
費
に
八
十
万
円

▽
黄
槃
ふ
れ
あ
い
公
園
に
か
か
る

　
費
用
と
し
て
四
十
九
万
一
千
円

⑩
3
1
4
1
）
へ
、
溝
掃
除
の
一

週
間
前
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
浸
水
防
止
対
策

　
便
槽
も
忘
れ
ず
に

　
大
雨
に
よ
る
被
害
か
ら
の
防
御

策
で
、
意
外
と
見
落
し
が
ち
に
な

る
の
が
、
く
み
取
り
式
便
所
の
く

み
取
り
ロ
。
一
時
的
な
浸
水
で
も
、

便
所
へ
水
が
入
る
と
使
え
な
く
な

り
圭
ｙ
。

　
く
み
取
り
ロ
が
横
ぷ
だ
式
の
場

合
は
、
土
の
う
、
ナ
イ
ロ
ン
刄
浸

水
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。
マ
ン
ホ
ー

ル
式
の
場
合
は
、
ふ
た
を
ナ
イ
ロ

ン
や
新
聞
紙
で
覆
い
、
重
し
な
ど

夕
鰻
い
て
密
閉
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

　
各
家
庭
の
く
み
取
り
ロ
に
応
じ

た
浸
水
防
止
方
法
や
、
破
損
し
た

ふ
た
の
修
繕
方
法
な
ど
詳
し
ぐ
は

城
南
衛
生
管
理
組
合
（
ａ
０
７
５

㈹
5
1
7
1
）
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
収
集
日
に
は
、
密
閉
に
使

用
し
た
土
の
う
、
ナ
イ
ロ
ン
な
ど

は
取
り
除
き
、
く
み
取
り
作
業
に

支
障
が
な
い
ぷ
つ
に
し
て
ぐ
だ
さ

い
。

咸
陽
市
と
友
好
都
市
に

　
７
月
2
4
日
本
市
で
調
印

　
来
た
る
七
月
二
十
四
日
、
本
市

と
中
国
映
西
省
咸
陽
市
（
せ
ん
せ

い
し
よ
フ
か
ん
よ
フ
し
）
と
の
友

好
都
市
提
携
が
結
ば
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
咸
陽
市
と
の
友
好
都
市
提
携
は

本
市
で
調
印
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
、
そ
の
た
め
七
月
二
十
二

400人茶摘み体験

５月18日茶業センターで

日
に
祝
新
民
（
し
ゅ
く
し
ん
み
ん
）

咸
陽
市
長
ら
五
人
が
来
宇
さ
れ
ま

す
。

　
調
印
後
、
本
市
の
国
際
友
好
都

市
は
、
今
年
四
月
十
二
日
に
調
印

さ
れ
た
ス
リ
ラ
ン
カ
国
ヌ
ワ
ラ
エ

リ
ヤ
市
と
中
国
咸
陽
市
の
二
市
に

な
り
康
ｙ
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
特
産
宇
治
茶
に
親

し
ん
で
い
た
だ
こ
う
と
、
去
る
五
月
十
八

日
間
、
茶
業
セ
ン
タ
ー
内
茶
園
（
宇
治
折

居
）
で
「
市
民
茶
摘
み
の
集
い
」
が
開
か

れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
好
天
に
恵
去
鮎
四
百
人
が

参
加
。
額
に
う
っ
す
ら
と
汗
夕
浮
か
べ
て

茶
摘
み
体
験
を
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
白
川
共
同
製
茶
工
場
で
は
。
家
屑
つ

れ
が
製
茶
工
程
を
熱
心
に
見
学
。
周
辺
の

新
緑
鮮
や
か
な
茶
畑
は
、
本
格
的
な
茶
摘

み
シ
ー
ズ
ン
か
迎
え
ま
し
た
。

▲市民と茶摘みを楽しむ

　池本市長（5月18日）

▼本館１階

188人の人事異動も実施⊇

▼新館１階

　
市
で
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
と

行
政
効
果
の
向
上
を
目
指
し
、

五
月
二
十
三
日
付
で
機
構
改
革

と
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
機
構
で
は
。
六
十
三
年
京
都

国
体
に
向
け
、
従
来
の
国
体
準

備
室
を
国
体
事
務
局
に
し
、
職

員
敬
几
名
配
置
、
体
制
強
化
を

図
り
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
八

月
に
一
部
供
用
開
始
と
な
る
公

共
下
水
道
に
伴
い
、
下
水
道
管

理
課
と
下
水
道
建
設
課
の
二
課

制
を
と
り
、
東
宇
治
浄
化
セ
ン

タ
ー
に
所
長
を
配
置
す
る
な
ど

今
後
の
下
水
道
事
業
拡
充
に
備

え
ま
し
た
。

　
一
方
、
今
回
の
人
事
異
動
で

対
象
と
な
っ
た
職
員
は
、
機
構

改
革
に
よ
る
形
式
異
動
分
も
含

め
て
、
部
長
級
八
人
一
課
長
級

三
十
五
人
、
係
長
級
三
十
二
人
、

一
般
職
百
十
三
人
の
合
計
百
八

十
八
人
で
し
た
。

　
　
　
　
◇

▼本館２階
▼新館２階

　
今
回
の
機
構
改
革
と
人
事
異

動
に
伴
い
、
庁
舎
事
務
室
の
配

昼
喜
詣
の
と
お
り
一
部
変
吏

し
て
い
ま
ず
。
ま
た
、
国
体
事

務
局
（
容
⑩
3
5
2
1
）
は
、

市
民
会
館
（
宇
治
里
尻
7
1
－
９
）

二
階
へ
移
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
新
庁
舎
、
消
防
署
、

水
道
庁
舎
、
教
育
委
員
会
庁
舎

は
従
来
ど
お
り
の
配
置
で
す
。

▼本館地下
▼本館３階

▼新館３階

601

家
庭
で
も
溝
・
と
い
の
点
検
を

６月補正

予算案

市の機構を改革　　5月23日
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昭和61年度国民健康保険特別会計予算

　　(総額49億138万2千円)

その他

1.472万1千円(0T3％）

一般会計繰入金

1億4.218万3千円(2.9％）

高
騰
を
続
け
る
医
療
費

　
本
市
の
六
十
年
度
国
民
健
康
保
険
会
計
は
、
予
測
を
大
幅
に
上
回
る

国
庫
補
助
金
が
交
付
さ
れ
、
単
年
度
で
若
干
の
黒
字
見
込
み
と
な
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
歳
出
の
大
部
分
を
占
め
る
医
療
費
は
高
騰
を
続
け
て
お

り
、
六
十
一
年
度
は
、
一
層
厳
し
い
国
保
事
業
運
営
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

従
っ
て
、
市
と
し
て
も
国
保
財
政
の
。
健
全
化
に
向
け
、
医
療
費
の
適
正

化
を
始
め
と
し
た
取
り
組
み
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
展
開
し
ま
す
の
で
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
と
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

6
0
年
度
末
で

　
４
億
円
の
累
積
赤
字

　
市
の
国
民
健
康
保
険
会
計
は
、

医
療
費
の
高
騰
や
退
職
者
医
療
制

度
創
設
に
見
合
う
国
庫
補
助
金
の

大
幅
削
減
の
影
響
な
ど
に
よ
り
、

六
十
年
度
単
年
度
で
三
億
六
千
万

円
、
累
積
で
八
億
円
の
赤
字
額
を

見
込
ん
で
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
見
込
み
を
三
億
円
余

り
も
上
回
る
国
庫
補
助
金
が
交
付

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
六
十
年
度

単
年
度
で
は
若
干
の
黒
字
見
込
み

と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
依
然
と
し
て
四
億
円
余
り
の

大
き
な
累
積
赤
字
が
残
っ
て
い
ま

す
。

国
庫
補
助
金
の
増
額

こ
の
様
に
予
測
を
大
幅
に
上
回

る
国
庫
補
助
金
が
交
付
さ
れ
た
理

由
と
し
て
は
、

①
医
師
会
や
病
院
関
係
者
と
医
療

　
費
の
適
正
化
に
向
け
話
女
回

　
を
重
ね
て
い
る
こ
と

②
医
療
費
の
高
騰
を
招
か
な
い
よ

　
う
市
議
会
で
「
病
床
数
を
こ
れ

　
以
上
増
や
さ
な
い
要
望
書
」
を

　
全
会
一
致
で
議
決
し
、
京
都
府

　
へ
要
望
し
た
こ
と

③
六
十
年
度
で
保
険
料
を
二
十
％

　
引
政
王
げ
る
と
共
に
、
賦
課
限

　
度
額
を
三
十
五
万
円
に
引
参
上

　
げ
た
こ
と

④
一
般
会
計
繰
入
金
の
増
額
を
行

　
っ
た
こ
と

⑤
保
険
料
収
納
率
の
向
上
や
レ
セ

　
プ
ト
（
診
療
報
酬
明
細
書
）
の

　
点
検
強
化
、
医
療
費
通
知
の
充

　
実
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
こ
と

な
ど
国
保
財
政
健
全
化
に
向
け
て

の
取
り
組
み
の
結
果
、
補
助
金
の

増
額
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

突
出
し
て
い
る

　
　
　
入
院
医
療
費

　
国
保
会
計
の
歳
出
の
九
四
％
は

医
療
費
関
係
の
支
出
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
本
市
の
五
十
九
年
度
の
医
療
費

か
近
隣
市
や
全
国
平
均
と
比
較
し

人間ドック、レセプト点検

その他2億3,152万8千円(4.8％)52.300千円(1.0％)

て
み
ま
し
ょ
う
。
例
え
ば
、
老
人

健
康
法
適
用
者
以
外
の
一
人
当
た

り
年
間
医
療
費
は
（
図
１
）
は
十

万
三
千
七
百
六
十
円
で
、
城
陽
市

よ
り
約
九
千
円
高
く
、
京
都
市
よ

り
約
二
千
八
百
円
安
く
な
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
入
院
の
医
療
費
は

非
常
に
高
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
老
健
分
の
一
人
当
た
り
年
間
医

療
費
（
図
２
）
で
は
、
府
下
平
均

よ
り
十
一
万
円
、
二
Ｉ
リ
、
全
国

平
均
よ
り
二
十
一
万
円
、
四
八
・

　
一
％
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
特

に
入
院
医
療
費
で
は
、
府
下
平
均

よ
り
三
八
・
五
％
、
全
国
平
均
よ

左
〈
〇
・
四
％
も
高
く
突
出
し
た

状
況
と
な
っ
て
お
り
、
老
人
の
入

院
医
療
費
が
本
市
の
国
保
財
政
圧

迫
の
大
き
な
原
因
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
こ
の
ぷ
つ
に
、
本
市
の
医
療
費
、

特
に
入
院
の
医
療
費
が
高
い
要
因

の
一
つ
に
は
、
市
内
病
院
の
べ
″

ド
数
が
他
市
と
比
べ
非
常
に
多
い

こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
こ
シ
し
た
高
い
医
療
費
に

加
え
、
六
十
年
度
の
医
療
費
の
伸

び
率
は
、
一
〇
府
鬘
の
勢
い
を

示
し
て
い
ま
す
（
図
３
）
。

　
こ
の
た
め
、
昭
和
六
大
年
度

で
保
険
料
賦
課
限
度
額
を
二
万
円

引
准
上
げ
ま
し
た
が
、
六
十
一
年

度
単
年
度
で
二
億
円
余
り
の
赤
字

図１

　59年度｜人当たり医療費の比較

老健以外

宇治市

城陽市

京都市

府下平均

全国平均

　　　　　　　　　　4-4.040　　　　　　（単位円)
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が
見
込
次
れ
、
非
常
に
厳
し
い
国

保
事
業
運
営
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

　
こ
’
フ
し
た
中
で
、
市
と
し
て
は

医
師
会
に
対
す
る
協
力
要
請
や
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
踏
み
こ
ん
だ
レ

セ
プ
ト
の
点
検
を
は
に
あ
と
し
た

医
療
費
の
適
正
化
、
国
・
府
へ
の

補
助
金
増
額
の
要
望
、
予
防
を
中

心
と
し
た
保
健
対
策
な
ど
国
保
事

業
の
健
全
運
営
が
出
来
る
ぷ
つ
関

堡
県
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
み

を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
し
妬
し
最
れ
夭
切
な
こ
と
は
、

国
保
に
加
入
さ
れ
て
い
る
被
保
険

者
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
ひ
が
日
ご

み
石
:
^
２
健
康
管
理
に
十
分
留
意
し
、

医
療
費
の
節
約
に
努
め
て
い
た
だ

く
こ
と
で
す
。

6
1
年
度
予
算

総
額
四
十
九
億
百
三
十
八
万
円
に

　
六
十
一
年
度
の
国
保
会
計
の
歳

入
・
歳
出
の
予
算
総
額
は
、
四
十

九
億
百
三
十
八
万
二
千
円
と
な
っ

て
い
ま
す
（
上
図
）
。

保険料の料率

所　得　割 9.2/100

均　等　割 14,900円

平　等　割 25,400円

賦課限度額 37万円

　
歳
入
は
、
国
か
ら
の
補
助
金
等

と
被
保
険
者
負
担
の
保
険
料
で
大

部
分
が
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
一
般
会
計
か
ら
は
、
一
億
四

（例）給与収入250万円、

３人家族の場合の保険料

所　得　割 120,060円

均　等　割 44,700円

平　等　割 25,400円

年間保険料 190,160円

mm割…加入者1人当たりの額

(前年同月比)

　　　　図３

月別医療費の伸び率

図２老健分

宇治市

城陽市

京都市

府下平均

全国平均

四388.399
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※老健とは、70歳以上又は65歳以上の寝たきり

　老人で老人保健法の適用を受けている人
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1
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5
　
　
0

ぐ

千
二
百
十
八
万
三
千
円
の
繰
入
れ

を
行
な
っ
て
い
季
子
。

　
歳
出
で
は
、
総
額
の
九
四
・

二
％
が
医
療
費
関
係
の
支
出
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
他
、
疾
病
の

早
期
発
見
、
早
期
治
療
を
行
ラ
た

め
の
。
半
日
人
間
ド
″
ク
”
の
検

診
料
補
助
五
百
五
十
三
万
円
、
レ

セ
プ
ト
点
検
の
強
化
を
図
る
た
め

の
費
用
六
百
三
十
九
万
三
千
円
な

ど
の
予
算
を
組
ん
で
い
ま
す
。
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六
十
一
年
度
の
保
険
料
は
、
料

率
に
つ
い
て
は
据
え
置
い
て
い
ま

す
が
、
賦
課
限
度
額
は
二
万
円
引

屡
上
げ
、
三
十
七
万
円
に
し
て
い

ま
す
。
た
と
え
ば
、
三
人
家
族
で

給
与
収
入
二
百
五
十
万
円
の
場
合

は
左
上
表
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
六
十
一
年
度
の
保
険
料

通
知
書
は
、
六
月
二
十
日
ご
ろ
に

郵
送
で
お
届
け
い
た
し
未
了
。

高
額
療
養
費
の
自
己
負
担
額

　
　
５
月
１
日
か
ら
五
万
四
千
円
に

　
医
療
費
（
保
険
診
療
分
）
の
自

己
負
相
談
が
、
一
つ
の
病
院
・
診

療
所
で
一
人
一
ヵ
月
間
に
五
万
一

千
円
（
住
民
税
非
課
税
世
帯
は
三

万
円
）
を
超
え
た
場
合
、
そ
の
超

え
た
額
を
高
額
療
養
費
と
し
て
支

給
し
て
ぃ
車
ふ
、
五
月
一
日
の

診
療
分
か
ら
五
万
一
千
円
か
五
万

四
千
円
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
非

課
税
世
帯
等
に
つ
い
て
は
、
従
来

ど
お
り
で
す
。

　
高
額
原
養
費
の
支
給
か
尋
応
７
よ

シ
と
す
る
人
は
医
療
機
関
の
領
収

書
、
国
民
健
康
保
険
証
、
印
鑑
を

持
参
し
保
険
年
金
課
保
険
係
ま
で

申
請
し
て
下
さ
い
。

これからの国民年金⑦

　
3
5
歳
以
上
で
も
加
入

　
一
九
六
一
年
（
昭
和
三
土
八

年
）
に
国
民
年
金
が
発
足
Ｌ
缶

し
た
が
、
加
入
資
格
が
日
本
人

　
（
一
部
の
外
国
人
言
暑
）
だ

け
で
あ
っ
た
た
め
、
外
国
人
は

国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
が

出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
の
後
「
難
民
の
地
位
に
関

す
る
条
約
」
に
伴
い
、
国
民
年

金
法
が
改
定
さ
れ
、
一
九
八
二

年
（
昭
和
五
十
七
年
）
一
月
一

日
か
ら
外
国
人

も
国
民
年
金
に

加
入
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
国
民

年
金
に
加
入
し

老
後
に
年
金
を

受
け
る
に
は
、

二
十
歳
か
皇
八

十
歳
ま
で
の
間

に
、
最
低
二
十

五
年
間
は
国
民

年
金
保
険
料
を

納
付
す
る
こ
と

が
資
格
条
件
と

な
っ
て
い
る
た
め
、

し
こ
の
カ
ラ
期
間
は
、
資
格
期

間
に
は
な
り
車
ふ
、
将
来
受

け
る
年
金
額
に
は
反
映
し
な
い

期
間
と
な
り
、
実
際
に
受
け
と

る
年
金
額
は
、
保
険
料
を
納
め

た
期
間
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す

対
象
と
な
る
外
国
人
は

　
永
住
許
可
か
受
け
て
い
る
人

と
、
「
昭
和
二
十
七
年
法
律
第

百
二
土
八
号
の
二
条
六
項
」
に

よ
る
在
留
灘
卜
一
九
四
五
年

　
（
昭
和
二
十
年
）
九
月
二
日
以

前
か
ら
、
一
九
五
二
年
（
昭
和

二
十
七
年
）
四
月
二
十
八
日
ま

で
引
き
続
き
日
本
に
在
留
し
て

い
る
人
（
同
期
間
に
生
去
咎

人
を
含
む
）
と
そ
の
子
で
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
今
ま
で
何
の

公
的
年
金
に
入
っ
た
こ
と
も
な

定住外国人の国民年金

35歳以上も加入できます

く
、
五
十
歳
を

越
え
た
人
も
、

国
民
年
金
に
加

入
す
れ
ば
将
来

年
金
か
受
け
る

事
が
出
来
る
場

厚
生
年
金

　
　
も
合
算

　
厚
生
年
金
へ

は
以
前
か
ら
外

国
人
も
加
入
出

来
ま
し
た
が
、

資
格
期
間
が
二

実
質
上
三

十
五
歳
以
上
の
外
国
人
は
、
加

入
出
来
な
い
と
い
ラ
状
態
が
続

い
て
来
ま
し
た
。

　
こ
シ
し
た
中
で
、
本
年
四
月

一
日
公
的
年
金
制
度
全
体
に
わ

た
る
大
改
定
が
行
わ
れ
、
三
十

五
歳
以
上
の
外
国
人
も
国
民
年

金
に
加
入
し
、
年
金
を
受
け
ら

れ
る
ぷ
つ
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
内
容
は
、
外
国
人
が
国

民
年
金
に
加
入
出
来
な
か
っ
た

　
一
九
八
一
年
（
昭
和
五
土
八
年
）

十
二
月
以
前
の
期
間
を
、
年
金

を
受
け
る
資
格
期
間
（
最
低
二

十
五
年
）
に
合
算
（
カ
ラ
期
間
）

す
る
と
い
ラ
も
の
で
す
。
た
だ

十
年
以
上
で
あ
り
、
そ
れ
以
下

の
人
は
、
国
民
年
金
と
合
算
し

て
二
十
五
年
以
上
で
あ
れ
ば
年

金
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
妻

　
　
　
　
　
は
届
け
出
を

　
厚
生
年
金
、
共
済
鰻
易
加

入
者
の
被
扶
養
配
偶
者
（
健
康

保
険
で
扶
養
家
族
に
認
定
さ
れ

て
い
る
二
十
歳
以
上
六
十
歳
未

満
の
妻
ま
た
は
夫
）
は
、
市
役

所
へ
届
け
出
が
必
要
で
す
。

　
な
お
保
険
料
の
納
付
が
困
難

な
場
合
に
は
、
免
除
の
制
度
も

あ
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
国

民
年
金
係
ま
で
ご
相
談
下
さ
い
。
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高
齢
９
　

高
齢
者
　

　
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
開
催

６
月
2
2
日
に
木
幡
小
学
校
で

　
市
民
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
一
つ
と

し
て
、
新
た
に
「
高
齢
者
ス
ポ
ー

ツ
教
室
」
を
開
き
乖
ｙ
。

　
▼
と
き
…
６
月
2
2
日
面
、
午
前

９
時
Ａ
Ｈ
時
▼
と
こ
ろ
・
：
木
幡
小

学
校
体
育
館
▼
内
容
：
商
康
体
操
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
グ
ー
ム
▼
対

象
・
・
・
高
齢
者
▼
参
加
・
・
・
当
日
上
靴

持
参
で
直
接
会
場
へ
。

　
　
　
　
　
◇

　
小
学
生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
教
室

　
▼
と
き
・
・
・
６
月
2
8
日
出
Ｉ
７
月

　
競
泳
を
身
近
な
ス
ポ
ー
ツ
と

し
て
見
て
い
た
ダ
左
め
に
、

今
回
か
ら
二
回
に
分
け
て
そ
の

見
方
を
説
明
し
ま
す
。

　
　
観
戦
の
第
一
歩

　
　
規
則
を
覚
え
て

口
競
泳
規
則
を
知
る
こ
と

　
競
泳
か
見
る
に
は
、
規
則
を

知
っ
て
お
く
こ
と
が
第
一
で
す
。

競
泳
の
規
則
に
は
各
極
目
（
平

泳
ぎ
・
バ
タ
フ
ラ
イ
・
背
泳
・
自

由
形
・
個
人
メ
ド
レ
ー
・
リ
レ

ー
・
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
）
の
泳

2
0
日
旧
の
毎
週
土
・
。
日
曜
日
。
時

間
は
、
土
曜
日
は
午
後
２
時
～
４

時
、
日
曜
日
は
午
前
1
0
時
～
正
午

▼
と
こ
ろ
：
大
久
保
小
学
校
▼
対

象
・
定
員
・
・
・
小
学
校
４
・
５
・
６

年
生
男
女
3
0
人
（
先
着
順
）
▼
申

し
込
み
…
電
話
で
市
民
体
育
課
へ
。

　
ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
ば

　
お
わ
び
と
日
程
変
更

　
六
月
一
日
付
の
市
政
だ
よ
り
三

面
で
お
知
ら
せ
し
た
「
ス
ポ
ー
ツ

ひ
ろ
ば
」
（
六
月
十
五
日
、
宇
治
中▲楽しみながら健康づくり

　(60年10月、ゲートボール大会)

法
や
出
発
の
仕
方
、
計
時
の
仕

方
、
コ
ー
ス
の
組
み
令
口
せ
な

’
ど
の
規
則
が
あ
り
毒
司

　
例
え
ば
、
平
泳
ぎ
で
は
ス
タ

ー
ト
台
か
ら
飛
び
込
む
時
の
規

則
、
水
中
に
入
っ
て
か
ら
浮
き

上
が
る
ま
で
の
規
則
、
浮
い
て

か
ら
泳
ぐ
時
の
体
形
や
手
定
の

競技の見

方

競泳

学
校
）
は
、
都
合
に
よ
り
次
の
と

お
り
実
施
日
を
変
更
し
ま
す
。
お

わ
び
し
、
訂
正
し
ま
す
。

　
▼
と
き
・
：
６
月
2
2
日
㈲
、
午
前

９
時
Ｉ
正
午
▼
と
こ
ろ
・
：
宇
治
中

学
校
▼
内
容
・
・
・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

▼
参
加
・
：
当
日
直
接
会
場
へ
。

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
希
望
者
は
上
靴

お
知
ら
せ

　
お
は
な
し
会

　
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
▼
と
き
…
６
月
1
8
日
困
、
午
後

３
時
～
３
時
半
▼
と
こ
ろ
・
：
小
倉

公
民
館
保
育
室
▼
内
容
・
：
読
み
聞

か
せ
（
ト
ム
ー
チ
ッ
ト
ー
ト
″
ト

そ
ら
い
ろ
の
た
ね
）
、
紙
芝
居
（
き

き
み
み
十
毎
ん
）
▼
対
象
・
：
幼
児

小
学
校
低
学
年
と
ほ
親
、
保
護
者

▼
問
い
｛
Ｂ
せ
・
：
中
央
図
書
館
サ

云
ク
茂
て
前
方
に
出
し
た
腕
が

交
差
し
て
重
な
る
。
②
両
肩
が

水
面
に
対
し
て
平
行
で
な
い
。

③
両
足
宅
十
に
動
か
し
た
り
、

あ
お
り
足
で
泳
ぐ
。
④
頭
が
水

面
よ
り
沈
む
。
⑤
ス
タ
ー
ト
及

び
折
返
し
後
水
中
で
ふ
た
か
き

す
る
。
⑥
折
返
し
及
び
ゴ
ー
ル

動
作
に
つ
い
て
の
規
則
、
折
り

返
し
動
作
や
ゴ
ー
ル
タ
ッ
チ
に

つ
い
て
の
規
則
が
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
平
泳
ぎ
で
「
失
格
」

の
原
因
と
な
る
選
手
の
動
作
（

規
則
違
反
）
か
少
し
挙
げ
て
み

ま
す
と
、
①
肩
の
と
こ
ろ
か
ら

が
必
要
で
す
。

　
子
ど
も
キ
ャ
ン
プ

　
▼
と
き
・
・
・
７
月
2
6
日
出
ふ
八
一
日

旧
（
１
泊
２
日
）
ｙ
と
こ
ろ
・
・
・
炭

山
キ
ャ
ン
プ
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
・

定
員
・
：
小
学
校
４
～
６
年
生
男
女

5
0
人
（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
参
加
料
…
三
千
円
▼
内
容
・
：
テ

ン
ト
ク
ラ
フ
ト
、
飯
ご
･
ｒ
妖
さ
ん
、

自
然
観
察
、
ゲ
ー
ム
な
ど
▼
申
し

込
み
・
：
６
月
2
1
日
出
ま
で
に
電
話

で
市
民
体
育
課
へ
▼
問
い
合
わ
せ

・
：
辻
本
順
造
さ
ん
（
豊
⑩
0
7
7

9
）
へ
。

Ｉ
ク
ル
「
絵
本
の
会
」
代
表
、
後

藤
礼
子
さ
ん
（
豊
⑩
8
9
9
1
）

へ
。
　
　
　
　
（
中
央
図
書
館
）

　
市
民
環
境
講
座

　
▼
と
き
・
・
・
６
月
1
7
日
叫
、
午
後

２
時
か
ら
▼
と
こ
ろ
・
・
・
中
央
公
民

館
▼
テ
ー
マ
・
講
師
…
「
快
適
環

抑
つ
く
り
へ
向
け
て
、
住
民
、
行

政
、
企
業
の
役
割
り
」
環
境
事
業

計
画
研
究
所
長
、
吉
村
元
男
さ
ん

　
゛
』
｀
’
７
　
　
（
環
境
保
全
課
）

　
膠
原
病
の
佃
別
相
談

　
▼
と
き
・
・
・
６
月
2
7
日
廊
、
午
後

１
時
～
４
時
（
受
け
付
け
は
午
後

　
こ
の
外
に
知
っ
て
お
き
た

い
こ
と
は
、
コ
ー
ス
の
組
み
合

わ
せ
方
で
す
。
決
勝
レ
ー
ス
の

場
合
（
九
＝
Ｉ
ス
九
人
出
場
）

に
は
、
準
決
勝
記
録
（
準
決
勝

の
な
い
場
合
は
予
選
記
録
）
の

上
位
か
ら
、
⑤
１
⑥
‐
④
１
⑦

－
③
‐
⑧
Ｉ
②
１
⑨
１
①
コ
ー

泳
法
・
ゴ
ー
ル
タ
ッ
チ
な
ど

　
　
　
　
厳
し
い
ル
ー
ル

タ
″
チ
の
時
、
両
手
が
同
時
で
　
ス
の
順
に
組
み
ま
す
。

同
じ
高
さ
で
な
い
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

　
ほ
か
の
種
目
（
前
掲
）
に
も

そ
れ
ぞ
れ
泳
法
に
つ
い
て
の
規

則
が
あ
り
ま
す
。

　
ス
タ
ー
ト
は
、
二
回
と
も
反

則
す
れ
ば
失
格
で
す
。

　
選
手
を
知
れ
ば

　
興
味
も
倍
増

Ｏ
選
手
を
知
る
こ
と

　
競
泳
か
見
る
時
に
は
、
そ
の

出
場
選
手
に
つ
い
て
、
出
身
校

・
所
屈
・
過
去
の
成
績
・
現
在

ｆ φ φ φ φ

小学生をもっ

　　　　親の教室

６月25日から木幡公民館で

　小学生をもつ親の教室日程表

　
よ
り
良
い
子
育
て
の
た
め
に
、

み
ん
な
で
学
び
ま
せ
ん
か
。

　
▽
日
程
・
内
容
・
：
右
下
表
、

時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
９
時
半

～
正
午
▽
と
こ
ろ
・
：
木
幡
公
民

Ｏ
時
半
か
ら
開
始
）
▼
と
こ
ろ
・
・
・

宇
治
保
健
所
▼
湿
屍
師
・
：
国
立

療
養
所
牢
多
野
病
院
、
杉
ノ
下
俊

彦
医
師
▼
申
し
込
み
・
：
宇
治
保
健

所
（
⑤
2
1
9
1
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
（
宇
治
保
健
所
）

　
親
子
カ
ッ
タ
ー
実
習
と

　
　
　
　
　
海
洋
教
室

親
子
カ
ッ
タ
ー
（
大
型
ボ
ー
ト
）

の
実
力
・
泳
ぎ
の
特
徴
・
ペ
ー

ス
配
分
、
で
参
れ
ば
人
柄
や
性

格
ま
で
知
っ
て
お
く
の
が
よ
い

で
し
ょ
う
。
近
ぐ
で
行
わ
れ
る

大
会
や
、
テ
レ
ビ
に
放
映
さ
れ

る
全
国
規
模
の
大
会
に
出
場
し

て
い
る
選
手
に
つ
い
て
、
一
人

で
も
一
つ
で
も
知
っ
て
お
く
と

興
味
が
倍
加
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
国
体
事
務
局
）

月　日
一ア　ー　マ

講　師

6/25(')<)
(開講式)

家庭教育一親の役割一
佛教大'?■教ti
　　小森i　健古さん

6/3001)子どもの心と

休の理解

発達の道すじ
京都市児童相談所
　　西尾　博さん

7/8(M 心とからだの
問題の理解

7/14(｣)子どもの学力

を伸ばす

学力を伸ばす
要件

京r,教育大学教j-l

　　栗田　　修さん

7/2101) やる気を育てる

9/2迦 遊びで学ぶ
京都大学敦育学部助教ti
　　1こ杉　孝賓さん

9/9固
f･どもの食生活

一健康な体をつくる心くば')－
京都文教短期大学ft)-;
　　本西キミコさん

9/16(火ぞどもの問毬を考える
　　―話し合い－

宇治市教育委≫会

学校教育課指導主事

9/24(水) 学校における同和教育 宇治市立木幡小学校校長
　　永井　忠之さん

9/2901)
京都府ﾄﾞの枚育(閉講式)

一未来への展望に資する－
京都府教fr庁指･尊主事
　津守　俊一さん

ふはな　　　　　　　　　　　　‘

館
▽
対
象
・
：
市
内
在
住
の
小
学

生
を
も
つ
親
▽
定
員
：
5
0
人
（

先
着
順
）
▽
申
し
込
み
…
６
月

Ｈ
日
か
ら
木
幡
公
民
館
（
木
幡

内
畑
3
4
の
７
・
Ｓ
⑩
8
2
9
0
）

へ
電
話
か
直
接
来
館
で
▽
保
育

　
体
験
実
習

　
▼
と
き
・
：
７
月
５
日
出
～
６
日

面
▼
対
象
・
定
員
・
・
・
府
下
在
住
の

小
学
校
５
・
６
年
生
と
そ
の
親
子

5
0
組
▼
申
し
込
み
期
間
・
：
６
月
2
5

日
出
ま
で
。

海
洋
教
室
「
わ
れ
は
海
の
子
」

　
▼
と
き
・
：
８
月
1
7
日
㈲
～
1
9
日

㈹
▼
対
象
・
定
員
…
府
下
在
住
の

小
学
校
５
・
６
年
生
川
人
▼
申
し

込
み
期
間
・
・
・
７
月
１
日
脚
よ

雨
。

　
場
所
は
い
ず
れ
も
府
立
青
少
年

海
洋
セ
ン
タ
上
宮
津
市
）
で
す
。

詳
し
ぐ
は
、
青
少
年
海
洋
セ
ン
タ

ー
（
容
0
7
7
2
2
②
0
5
0
1
）

・
：
２
歳
以
上
の
幼
児
を
2
0
人
ま

で
保
育
に
ま
す
。
ご
希
望
の
人

は
、
受
講
申
し
込
み
時
に
合
わ

せ
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

お
や
つ
代
と
し
て
一
人
五
百
円

が
必
要
で
す
。
（
木
幡
公
民
館
）

～
４
Ｓ
４
Ｓ
４
Ｓ
４

へ
。
（
府
立
青
少
年
海
洋
セ
ン
タ
ー
）

　
府
警
察
官
の
募
集

　
▼
試
験
日
…
７
月
６
日
旧
▼
試

験
種
別
・
受
験
資
格
・
採
用
予
定

人
数
…
Ｏ
特
別
＝
昭
和
3
3
年
４
月

２
日
～
4
3
年
４
月
１
日
に
生
次
れ

た
男
子
で
6
1
年
1
0
月
１
日
の
採
用

に
応
じ
ら
れ
る
人
、
4
0
人
Ｏ
大
学

卒
―
昭
和
3
4
年
４
月
２
日
～
4
0
年

４
月
１
日
に
生
食
ハ
だ
男
子
で
6
2

年
４
月
１
日
の
採
用
に
応
じ
い
れ

る
人
、
4
5
人
▼
申
し
込
み
・
問
い

合
わ
せ
・
：
６
月
2
6
日
出
ま
で
に
宇

治
警
察
署
（
豊
⑩
1
1
1
1
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
宇
治
警
察
署
）

ボ
ラ
ン
ト
ピ
ア
事
業

　
一
人
暮
ら
し
老
人
料
理
教
室

　
六
十
五
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し

の
老
人
を
対
象
と
し
た
料
理
教
室

を
開
き
ま
す
。
こ
の
料
理
教
室
で

は
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
が
良
く
、

-
ｉ
Ｓ
も
簡
単
な
料
理
を
作
り
ま
す
。

在
宅
高
齢
者
の
健
康
保
持
の
た
め

に
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
▼
と
き
…
６
月
９
７
一
日
面
、
午
前

1
0
時
～
午
後
２
時
▼
と
こ
ろ
…
総

合
福
祉
会
館
▼
内
容
・
：
揚
げ
豆
腐

あ
ん
か
け
、
鯖
（
さ
ば
）
の
み
そ

煮
、
ナ
ス
の
酢
じ
よ
ラ
油
、
澄
ま

し
汁
、
御
飯
▼
準
備
す
る
物
・
：
エ

プ
ロ
ン
、
マ
ス
ク
、
三
角
き
ん
▼

参
加
料
・
：
百
円
▼
定
員
・
・
・
3
0
人
（

先
着
順
）
▼
指
導
・
・
・
ボ
ラ
ン
テ
″

ア
グ
ル
ー
プ
青
梅
会
▼
申
し
込
み

…
襲
砿
祉
協
議
会
（
豊
⑩
5
6

5
0
）
へ
ｙ
主
催
・
：
市
一
人
暮
ら

し
老
人
の
会
。

　
　
　
　
　
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

下水道排水

設備工事の

手順　@

　
公
共
下
水
道
が
使
用
開
始
に

な
れ
ば
、
そ
の
地
域
内
の
家
庭

は
便
所
を
水
洗
化
し
、
台
所
、

ふ
ろ
場
、
洗
濯
場
な
ど
の
排
水

を
下
水
道
へ
流
す
ぷ
つ
に
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
今
回
は
、
水
洗
化
工
事
に
係

る
手
続
き
や
費
用
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
工
事
の
申
し
込
み

　
工
事
業
者
は
、
宇
治
市
排
水

設
備
工
事
公
認
業
者
の
中
か
ら

選
び
、
業
者
と
協
議
の
上
、
見
積

書
や
内
容
牽
よ
く
調
べ
て
契
約

し
て
く
だ
さ
い
。
市
へ
提
出
す

る
書
類
な
ど
の
手
続
き
は
、
公

認
業
者
が
代
行
し
ま
す
。

　
　
提
出
す
る
書
類

　
排
水
設
備
計
画
確
認
申
請
書

と
給
水
装
置
工
事
申
込
書
を
市

へ
提
出
し
て
い
た
だ
孝
柔
ｙ
。

内
容
が
見
積
書
と
同
じ
で
あ
る

か
よ
く
確
か
め
て
、
押
印
の
上

公
認
業
者
に
渡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
外
、
資
金
の
融
資
あ
っ

せ
ん
を
受
け
る
場
合
な
ど
、
所

定
の
書
類
が
要
り
ま
す
。
詳
し

く
は
、
下
水
道
管
理
課
（
豊
⑩

3
1
4
1
）
へ
お
問
い
〈
Ｂ
せ

く
だ
さ
い
。

　
　
工
事
の
費
用

　
水
洗
便
所
の
改
造
工
事
費
は
、
・

便
器
の
種
類
や
施
工
の
条
件
に

よ
り
一
様
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

標
準
的
な
工
事
費
は
次
の
と
お

り
で
す
。

①
大
便
器
、
小
便
器
、
手
洗
い

　
器
を
組
交
お
せ
た
握
Ｔ

　
約
4
2
万
円

②
大
・
小
兼
用
便
器
（
手
洗
い

　
付
き
）
の
場
合
‥
ｌ
約
3
3
万
円

③
腰
掛
け
便
器
（
手
洗
い
付
き
）

　
の
場
合
＝
約
3
5
万
円

　
右
の
金
額
は
、
標
準
的
な
便

器
を
使
用
し
、
延
長
拍
麟
、
ま

す
３
個
、
便
所
内
の
給
水
工
事
、

タ
イ
ル
張
り
、
土
間
復
旧
が
含

ま
れ
た
も
の
で
す
。
家
屋
の
状

況
や
工
事
の
内
容
に
よ
っ
て
金

額
が
寂
り
り
ホ
ヂ
の
で
、
あ
ら

か
に
あ
業
者
と
よ
く
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

ト
本
格
稼
働
目
前
の
東
宇
治
浄
化
セ
ン
タ
ー

　
方
法

　
公
認
業
者
と

工
事
日
程
を
決

め
、
事
前
に
し

尿
収
集
の
申
し

込
み
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　
工
事
は
、
排

水
管
、
ま
す
、

給
水
装
置
な
ど

か
ら
始
め
、
次
に
便
槽
か
取
り

壊
し
て
埋
め
戻
し
、
便
器
、
タ

ン
ク
を
取
口
付
け
、
最
後
に
タ

イ
ル
張
り
や
土
間
復
旧
を
し
ま

す
。
工
事
の
大
部
分
は
Ｉ
７
三

日
で
終
わ
り
ま
す
が
、
工
事
中

便
所
を
使
用
出
来
な
い
の
は
一

日
か
ら
一
日
半
で
す
（
こ
の
間

業
者
か
ら
簡
易
便
器
を
借
り
ら

れ
圭
ｙ
）
。

　
　
完
了
検
査

　
工
事
が
完
了
し
て
届
け
が
提

出
さ
れ
る
と
、
市
で
は
工
事
が

確
認
書
の
と
お
り
に
完
成
し
て

い
る
か
か
稿
査
し
ま
す
。
検
査

に
合
格
す
れ
ば
検
査
済
証
を
門

や
玄
関
に
は
り
使
用
開
始
の
手

続
き
を
し
ま
す
。

　
　
故
障
の
場
合
は

　
便
器
や
排
水
管
が
故
障
し
た

場
合
は
、
工
事
を
行
っ
た
公
認

業
者
ま
で
連
絡
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

工
事
後
一
年
以
内
で
あ
れ
ば
無

料
で
修
繕
し
未
了
。
た
だ
し
、

使
用
者
の
故
意
ま
た
は
不
注
意

に
よ
る
も
の
は
補
償
の
対
象
に

は
な
り
ま
せ
ん
。

　
工
事
の
実
施
は

　
市
へ
の
確
認
後
に

　
工
事
は
、
市
排
水
設
備
工
事

公
認
業
者
で
な
け
れ
ば
出
来
ま

せ
ん
。
ま
た
、
公
認
業
者
で
も

確
認
を
受
け
な
い
で
工
事
か
ず

る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
工
事

に
か
か
る
時
は
、
必
ず
排
水
設

備
計
画
確
認
通
知
書
か
受
け
て

か
ら
行
っ
て
ぐ
だ
さ
い
。
違
反

工
事
は
、
市
へ
書
類
が
提
出
さ

れ
な
い
の
で
、
配
管
状
況
、
施

工
方
法
、
工
事
費
な
ど
正
し
い

指
導
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま

せ
ん
。
工
事
の
後
で
、
悪
臭
の

逆
上
、
詰
ま
り
、
タ
ン
ク
の
故

障
な
芦
示
起
き
て
も
調
査
や
手

当
て
の
方
法
が
無
く
、
結
局
困

る
の
は
使
用
者
と
な
り
ま
す
。

違
反
工
事
は
絶
対
に
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
（
下
水
道
管
理
課
）
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ス
と
は
、
偏
り
の
な
い
栄
養
配

分
か
意
味
す
る
が
ほ
で
な
く
、

体
の
需
要
に
応
じ
た
カ
ロ
リ
ー

摂
取
を
も
意
味
し
示
す
。

　
食
牛
活
管
理
の
指
針
は
、
次

の
と
お
勺
で
す
。

　
①
多
様
な
食
品
で
栄
養
バ
ラ

ン
ス
を
・
・
・
一
日
三
十
食
品
を
目

標
に
。
主
食
、
主
菜
、
副
菜
を
そ

る
人
て
。

　
②
日
常
の
牛
活
活
動
に
見
合

っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
・
：
食
べ
過

ぎ
に
気
を
つ
け
て
肥
満
を
予
防

よ
く
体
を
動
か
し
、
食
事
内
容

に
ゆ
と
り
琉

　
③
脂
肪
は
量
と
質
を
考
え
て

・
・
脂
肪
は
取
り
過
ぎ
な
い
ぶ
コ

に
。
動
物
性
脂
肪
よ
り
植
物
性

の
油
夕
多
め
に
。

　
④
食
塩
を
取
り
過
ぎ
な
い
よ

う
に
・
：
一
日
十
Ｉ
以
下
を
目
標

に
。
調
理
の
工
夫
で
無
理
な
く

減
塩
。

　
⑤
心
の
触
れ
合
ラ
楽
し
い
食

ん
の
場
に
。
家
庭
の
味
、
手
づ
く
Ｉ
り
の
心
零
幼
に
。

　
「
私
（
我
が
家
）
の
健
康
づ
く
り
」

　
　
　
市
民
を
対
象
に
作
文
募
集

　
宇
治
市
健
硯
つ
く
り
推
進
協
議

会
で
は
、
健
凧
つ
く
り
の
た
め
に

努
力
し
て
い
る
方
々
の
体
験
作
文

翼
″
集
し
ま
す
。

　
▼
テ
ー
了
・
私
（
我
が
家
）
の
健

辰
つ
く
り
▼
作
品
・
：
4
0
0
ま
詞
原

稿
用
紙
４
枚
程
『
一
人
に
付
き

一
点
▼
対
象
・
：
市
民
▼
申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ
…
７
月
3
0
日
困
（
必

着
）
ま
で
に
、
市
伶
屏
保
健
予
防
課

内
健
辰
つ
く
り
推
進
協
議
会
（
〒

Ⅲ
宇
治
琵
琶
3
3
・
容
⑩
3
1
4
1
）

へ
▼
作
品
発
表
…
6
2
年
２
月
ご
ろ

の
市
政
だ
よ
り
に
掲
載
予
定
。

ヨ
ン

胆
冊
岫

が
３
つ
以
上
あ
れ
ば
．
あ
な
た
の
　
．
・

い
健
康
と
体
力
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
方
は
不
十
分
で
い

‥
す
。
。
日
々
の
生
活
の
中
に
、
自
分
に
適
し
た
ス
ポ
ー
ツ
や
い

・
運
動
を
組
み
入
れ
る
努
力
を
し
ま
し
ょ
う
。

健康への取り組み度テスト
①
何
か
健
康
法
を
実
行
し
て
い
る

②
エ
レ
ベ
ー
タ
・
・
‐
や
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
代

　
わ
り
に
、
階
段
を
利
用
す
る
こ
と
を
心
掛

　
け
て
い
る
。

③
職
場
や
地
域
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
行
事
に
は

　
よ
く
参
加
し
て
い
る
。

④
休
日
は
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
て
い
る
よ
り
、
体
を

　
動
か
す
機
会
の
方
が
多
い
。

⑤
家
族
と
ハ
イ
キ
ン
グ
や
ピ
ク
ニ
ッ
ク
な
ど

　
に
時
々
行
く
。

⑥
百
メ
ー
ト
ル
程
度
は
泳
げ
る
。

⑦
こ
の
一
年
間
、
病
気
で
医
者
に
か
か
っ
た

　
こ
と
が
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‥

⑧
姿
勢
が
良
い
と
人
に
言
わ
れ
る
。
　
　
゜
。

⑨
薬
よ
り
も
食
事
に
つ
い
て
の
関
心
　

● ・
●‘

一

胎
い
Ｊ
に

』

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●
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Ｃはない 絶
ゆ
ま
ぬ
摂
生
が
大
切

食
事
管
理
と
ス
ポ
ー
ツ
の
併
用
で

　
　
肥
満
と
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
よ
り
も
摂
取
が
多
い

こ
と
、
‐
つ
ま
り
体
内
で
の
カ
ロ
リ
ー
収
支
が
、
い
わ
ぱ
黒

　
字
状
態
に
あ
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
こ
れ
が
家
計
簿
の

　
黒
字
な
ら
大
変
好
ま
し
い
こ
と
な
の
で
す
が
、
体
内
カ
ロ

リ
ー
の
黒
字
基
調
は
、
い
ず
れ
成
人
病
そ
の
他
の
疾
病
を

　
引
き
起
こ
す
要
因
と
も
な
り
ま
す
。
今
回
は
、
若
年
層
に

も
広
が
る
成
人
病
の
予
防
に
つ
い
て
、
一
カ
ロ
リ
ー
バ
ラ
ン

　
ス
を
中
心
と
し
た
内
容
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
…
…
…
・

　
人
生
八
十
年
時
代
の
今
Ｅ
、
人

口
の
高
年
齢
化
と
共
に
増
え
る
成

人
病
の
実
態
に
は
、
目
を
見
は
る

も
の
が
あ
り
床
Ｋ
近
年
で
は
、

成
人
病
は
中
高
年
層
に
限
ら
ず
、

若
年
層
に
も
広
が
り
か
見
せ
、
大

き
汪
趾
簡
題
と
な
っ
て
い
未
了
。

　
成
人
病
は
別
名
「
習
慣
病
」
と
も

言
わ
れ
る
ぶ
コ
に
、
短
期
間
で
発

病
す
る
も
の
で
は
な
く
、
悪
い
生

活
習
慣
が
長
年
積
み
重
ね
ら
れ
た

結
果
、
そ
れ
が
要
因
と
な
っ
て
病

ト
体
力
の
維
持
（
健
康
）
は
、
日
々
の
積
み
重
ね
か
ら
。
自
分
に
合
っ
た
方
法
を

　
見
つ
け
ま
し
ょ
う
　
（
２
月
2
3
日
、
宇
治
川
マ
ラ
ソ
ン
大
会
か
ら
）

気
を
招
く
も
の
で
す
。
病
気
の
要

因
が
牛
活
習
慣
に
あ
る
以
上
、
予

防
の
た
め
の
ウ
ル
ト
ラ
Ｃ
的
特
効

薬
と
言
え
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

健
康
を
守
る
た
め
に
は
、
毎
日
の

絶
ゆ
ま
ぬ
摂
牛
が
必
要
で
す
。

　
健
硯
つ
く
り
の
心
掛
け
は
、
①

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
牛
活
②
適
量

の
運
動
③
十
分
な
休
息
（
気
分
転

換
、
睡
眠
）
④
定
期
健
康
診
断
の

受
診
⑤
家
庭
医
（
医
療
機
関
も
含

む
）
窪
弓
－
こ
の
五
つ
の
ポ
イ

ン
ト
に
集
約
さ
れ
ま
す
。

　
運
動
は
ま
ず

　
手
近
な
も
の
か
ら

　
日
々
、
よ
ほ
ど
意
識
し
て
体
を

動
か
さ
な
い
限
り
、
運
動
不
足
に

な
っ
て
い
ま
す
。
汗
を
か
く
機
会

の
な
い
人
は
、
ま
ず
運
動
不
足
と

思
っ
て
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　
運
動
不
足
は
体
力
か
低
下
さ
せ

て
老
化
を
早
め
、
そ
の
結
果
、
成
人

病
に
か
か
り
や
す
く
な
り
、
短
命

の
基
に
も
な
り
ま
す
。

　
厚
生
省
の
調
査
で
は
、
平
均
的

１日の運動プログラム

　(200キロカロリー目標例)

男性例(合lt290kcal)女性例(合計meal)
―

1

1

1

1

1

日
本
人
の
一
日
当
た
り
の
摂
取
カ

ロ
リ
ー
は
、
男
件
で
二
千
五
百
岐

女
性
で
二
千
♂
カ
ロ
リ
ー
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
消
費
カ
ロ
リ
ー
は
男

性
で
二
千
二
百
＊
　
’
女
性
刄
ｔ
八

百
ぷ
カ
ロ
リ
ー
と
な
っ
て
お
り
、

余
計
な
摂
取
分
（
男
性
三
百
べ
女

性
二
百
‘
ｔ
カ
ロ
リ
ー
）
を
運
動
や

食
事
管
理
で
調
節
し
て
、
収
支
を

ふ
Ｂ
せ
る
必
要
が
あ
り
未
了
。

　
運
動
に
よ
る
方
法
で
は
、
例
え

ば
三
百
♂
カ
ロ
リ
ー
奮
ｙ
行
距
離

に
換
算
す
る
と
約
一
万
歩
。
時
間

に
し
て
一
時
間
半
程
で
す
。
運
動

は
身
近
な
こ
と
か
ら
始
め
、
持
続

さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
〈
運
動
の
５
ポ
イ
ン
ト
〉

　
①
定
期
的
に
続
け
る
②
常
に
マ

イ
ペ
ー
ス
で
③
収
れ
過
ぎ
な
い
こ

と
④
身
近
な
素
材
で
⑤
経
済
的
で

一
人
で
も
出
来
る
も
の
欠

　
食
べ
過
ぎ
に
ご
用
心

　
栄
養
配
分
も
考
え
て

　
食
事
管
理
の
面
で
は
、
栄
養
の

バ
ラ
ン
ス
衆
心
掛
け
て
。
バ
ラ
ン

●
朝
の
ラ
ジ
オ
体
操

　
1
0
分
3
0
”
カ
ロ
リ
ー

●
朝
の
ラ
ジ
オ
体
操

　
1
0
分
3
0
j
カ
ロ
リ
ー

●
ジ
ョ
ギ
ン
グ

　
（
旧
ｍ
／
分
）

　
2
0
分
1
4
0
ノ
カ
ロ
リ
ー

夕J

n

●
柔
軟
体
操

1
5
分
4
0
．
・
カ
ロ
リ
ー

●
朝
夕
の
通
勤
を

　
急
ぎ
足
で
歩
く

　
2
0
分
9
0
j
カ
ロ
リ
ー

●
繩
と
び

　
５
－
６
分
6
0
ノ
カ
ロ
リ
ー

●
買
物
な
ど
は
急
ぎ
足
で
歩
く

　
1
5
分
7
0
j
カ
ロ
リ
ー
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運
動
で
1
0
0
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
を
消
費
す
る
に
は
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